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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第24期第１四半期
連結累計期間

第25期第１四半期
連結累計期間

第24期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 (千円) 2,283,691 3,115,556 11,250,885

経常利益 (千円) 147,523 174,882 845,800

四半期(当期)純利益 (千円) 57,055 69,656 271,539

四半期包括利益

又は包括利益
(千円) 78,881 89,968 451,760

純資産額 (千円) 3,821,230 4,206,084 4,141,992

総資産額 (千円) 12,168,688 14,212,651 14,528,243

１株当たり四半期

(当期)純利益金額
(円) 220.48 269.18 1,049.35

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 28.5 26.0 25.2

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

EDINET提出書類

株式会社トラスト(E02977)

四半期報告書

 2/16



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災から１年以上が経過し、景気に緩やかな回復の

兆しがみられたものの、欧州債務危機や長期化する円高などから依然として先行きは不透明な状況となっておりま

す。

このような状況のなか、当社グループは、中核事業であり海外市場をターゲットとしている中古車輸出事業、国内

で為替リスクなく安定的な成長を続けるレンタカー事業、成長著しい南アフリカにて海外自動車ディーラー事業の

３つの事業を行っており、安定的でありながら収益力のある事業体の構築を目指しております。また、レンタカー事

業のレンタル車輛及び海外自動車ディーラー事業の中古車在庫をWEBサイトを通じて販売するなど、グループシナ

ジーを創出しております。

その結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高3,115百万円(前年同期比36.4％増)、営業利益208百

万円(前年同期比38.3％増)、経常利益174百万円(前年同期比18.5％増)、四半期純利益69百万円(前年同期比22.1％

増)となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　中古車輸出事業

中古車輸出業界全体では、為替レートが円高水準で高止まりし収益を圧迫しているものの、エコカー補助金の

再導入により新車販売が活況となり、下取り車の供給量が増加したことにより、仕入コストの抑制につながり業

界全体の景況感は回復しつつあります。

このような状況のなか、当社グループは、アフリカ地域において、沿岸主要港から内陸主要都市への中古車陸送

を代行手配するサービスを強化し、また、現地エージェントとの提携により対面でのアフターサービスを行うカ

スタマーサービスセンターも強化するなど、顧客満足度の向上に努めました。

当社グループの輸出台数は、規制緩和のあった一部のアジア地域が大幅に増加し、その他地域においても堅調

に推移したため、合計2,017台(前年同期比17.9％増)となりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高1,183百万円(前年同期比14.9％増)、営業利益72

百万円(前年同期比127.5％増)となりました。

　

②　レンタカー事業

レンタカー業界全体では、GWが好天に恵まれたことにより個人需要が好調に推移し、また、レンタカー需要の高

まりを受け事業者及び登録台数ともに増加しております。

このような状況のなか、当社グループは、TVCMを継続的に放映し、HPのリニューアルにより予約機能を向上さ

せ、個人顧客の獲得に注力いたしました。また、直営店の蕨店(埼玉県)を新規出店し、直営店及びＦＣ店の総店舗

数は95店、総保有台数は9,587台(前年同期比22.4％増)となりました。さらに、車輌の販売台数は226台(前年同期

比37.0％増)となり好調に推移いたしました。

その結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高1,276百万円(前年同期比11.8％増)、営業利益139

百万円(前年同期比4.4％増)となりました。
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③　海外自動車ディーラー事業　

南アフリカ共和国の新車販売台数は、旺盛な個人消費のもと２桁成長で推移しております。

このような状況のなか、当社グループは、南アフリカ共和国の首都プレトリア市においてプジョーディーラー

１店舗、ヨハネスブルグ市においてスズキディーラー２店舗、ケープタウン市近郊においてフィアット・アル

ファロメオディーラー１店舗、スズキディーラー１店舗の合計５店舗を運営しております。新車販売台数は合計

180台(前年同期比339.0％増、内訳：プジョー45台、フィアット20台、アルファロメオ6台、スズキ109台)、中古車販

売台数は合計285台(前年同期比408.9％増)と順調に推移しております。現在、全店舗黒字化に向けて、経営改善を

行っております。

その結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高714百万円(前年同期比289.1％増)、営業損失0百

万円(前年同期は6百万円の営業損失)となりました。

　

※　スズキディーラーを運営する、SKY ABSOLUT AUTO (PROPRIETARY) LIMITEDの前連結会計年度の連結対象期間

は、平成23年10月１日から平成24年３月31日であります。

　　

(2) 財政状態の分析

①　資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べて3.9％減少し、6,503百万円となりました。これは、現金及び預金が227百

万円減少したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.7％減少し、7,708百万円となりました。これは、リース資産(純額)が

47百万円減少したことなどによります。

その結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて2.2％減少し、14,212百万円となりました。

②　負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べて2.6％減少し、7,689百万円となりました。これは、未払法人税等が121百

万円減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて7.0％減少し、2,316百万円となりました。これは、長期借入金が84百万

円、リース債務が88百万円減少したことなどによります。

③　純資産

純資産は、前連結会計年度末に比べて1.5％増加し、4,206百万円となりました。　

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

　

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社トラスト(E02977)

四半期報告書

 4/16



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,000,000

計 1,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 281,500 281,500
東京証券取引所

(マザーズ)

株主としての権利内容に制限のない当

社における標準となる株式

(単元株制度を採用しておりません。)

計 281,500 281,500 － －

　

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4)【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月１日～　

平成24年６月30日
－ 281,500 － 1,349,000 － 1,174,800

　

(6)【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

①　【発行済株式】

　 平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　　22,731
－ －

完全議決権株式(その他) 普通株式 　258,769 258,769

株主としての権利内容に制限のない当社

における標準となる株式

(単元株制度を採用しておりません。)

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 281,500 － －

総株主の議決権 － 258,769 －

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の失念株式が10株(議決権10個)含まれて

おります。

　

②　【自己株式等】

　 平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に
対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社トラスト

愛知県名古屋市中区

錦三丁目10番32号
22,731 － 22,731 8.07

計 － 22,731 － 22,731 8.07

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。 

 

EDINET提出書類

株式会社トラスト(E02977)

四半期報告書

 6/16



第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人東海会計社により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 922,568 695,057

受取手形及び売掛金 814,387 779,711

リース債権及びリース投資資産 3,498,519 3,498,024

商品及び製品 994,671 1,003,205

仕掛品 507 786

原材料及び貯蔵品 12,352 13,119

その他 536,080 523,808

貸倒引当金 △10,628 △9,780

流動資産合計 6,768,459 6,503,932

固定資産

有形固定資産

リース資産（純額） 3,320,258 3,273,146

土地 2,846,640 2,846,640

その他（純額） 890,132 897,258

有形固定資産合計 7,057,032 7,017,045

無形固定資産

のれん 125,166 120,265

その他 112,876 106,941

無形固定資産合計 238,042 227,206

投資その他の資産

その他 491,364 490,642

貸倒引当金 △26,655 △26,175

投資その他の資産合計 464,708 464,466

固定資産合計 7,759,784 7,708,719

資産合計 14,528,243 14,212,651

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 624,037 587,279

短期借入金 1,094,600 1,139,055

1年内返済予定の長期借入金 290,684 282,284

1年内償還予定の社債 30,000 30,000

リース債務 4,967,111 5,010,872

未払法人税等 194,894 73,250

賞与引当金 63,367 37,078

資産除去債務 254 －

その他 631,345 530,012

流動負債合計 7,896,295 7,689,833

固定負債

社債 80,000 80,000

長期借入金 395,976 311,005

リース債務 1,990,361 1,901,414

役員退職慰労引当金 4,616 5,020

資産除去債務 11,170 11,218

その他 7,831 8,075

固定負債合計 2,489,955 2,316,734

負債合計 10,386,251 10,006,567
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,349,000 1,349,000

資本剰余金 1,174,800 1,174,800

利益剰余金 1,752,958 1,796,737

自己株式 △618,209 △618,209

株主資本合計 3,658,549 3,702,328

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,243 388

為替換算調整勘定 △663 △4,604

その他の包括利益累計額合計 2,579 △4,216

少数株主持分 480,863 507,971

純資産合計 4,141,992 4,206,084

負債純資産合計 14,528,243 14,212,651
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 2,283,691 3,115,556

売上原価 1,574,064 2,234,473

売上総利益 709,627 881,082

販売費及び一般管理費 558,712 672,365

営業利益 150,914 208,716

営業外収益

受取利息 743 1,190

受取配当金 1,939 2,034

為替差益 7,343 －

貸倒引当金戻入額 9,171 1,247

その他 3,137 5,476

営業外収益合計 22,335 9,949

営業外費用

支払利息 22,002 26,073

為替差損 － 11,442

その他 3,723 6,268

営業外費用合計 25,726 43,784

経常利益 147,523 174,882

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,261 80

助成金収入 1,352 1,341

特別利益合計 2,613 1,421

特別損失

固定資産売却損 214 －

固定資産除却損 － 2,854

その他 － 200

特別損失合計 214 3,054

税金等調整前四半期純利益 149,922 173,249

法人税、住民税及び事業税 40,500 72,374

法人税等調整額 26,826 507

法人税等合計 67,327 72,881

少数株主損益調整前四半期純利益 82,595 100,367

少数株主利益 25,539 30,711

四半期純利益 57,055 69,656
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 82,595 100,367

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,796 △2,831

為替換算調整勘定 △917 △7,567

その他の包括利益合計 △3,713 △10,398

四半期包括利益 78,881 89,968

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 53,488 62,860

少数株主に係る四半期包括利益 25,392 27,108
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【会計方針の変更】

(有形固定資産の減価償却方法の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、これによる影響額は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
　至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
　至  平成24年６月30日)

減価償却費 367,970千円 451,803千円

のれんの償却額 1,504 1,647

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月10日

取締役会
普通株式 25,876 100平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月10日

取締役会
普通株式 25,876 100平成24年３月31日平成24年６月27日利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自平成23年４月１日　至平成23年６月30日)　

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　

報告セグメント　

合計 調整額
(注)２　

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３　

中古車輸出
事業

レンタカー
事業

海外自動車
ディーラー
事業(注)１　

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,021,8851,078,302183,5032,283,691 － 2,283,691
セグメント間の
内部売上高又は振替高 8,101 63,350 － 71,451△71,451 －

計 1,029,9861,141,652183,5032,355,142△71,4512,283,691

セグメント利益又は損失(△) 32,082133,726△6,452159,355△8,441 150,914

(注)　１　当第１四半期連結累計期間より、子会社であるTRUST ABSOLUT AUTO (PROPRIETARY) LIMITEDを新たに連結の

範囲に含めたため、海外自動車ディーラー事業が追加となりました。

２　セグメント利益又は損失の調整額△8,441千円には、のれん償却額△1,504千円、棚卸資産の調整額△6,936

千円が含まれております。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

　

(のれんの金額の重要な変動)

当第１四半期連結累計期間より、子会社であるTRUST ABSOLUT AUTO (PROPRIETARY) LIMITEDを新たに連

結の範囲に含めたため、海外自動車ディーラー事業が追加となりました。なお、当該事象によるのれんの増

加額は、当第１四半期連結累計期間においては、9,908千円であります。

　

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自平成24年４月１日　至平成24年６月30日)　

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)　　　

　

報告セグメント　

合計 調整額
(注)１　

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２　

中古車輸出
事業

レンタカー
事業

海外自動車
ディーラー
事業　

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,126,1291,275,409714,0163,115,556 － 3,115,556
セグメント間の
内部売上高又は振替高 57,658 1,437 － 59,095△59,095 －

計 1,183,7871,276,846714,0163,174,651△59,0953,115,556

セグメント利益又は損失(△) 72,978139,620 △186 212,411△3,694 208,716

(注)　１　セグメント利益又は損失の調整額△3,694千円には、のれん償却額△1,647千円、棚卸資産の調整額△2,255千

円、その他の調整額208千円が含まれております。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 220円48銭 269円18銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 57,055 69,656

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 57,055 69,656

普通株式の期中平均株式数(株) 258,769 258,769

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

　平成24年５月10日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　  25,876千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　 　　　100円

③　支払請求の効力発生日及び支払開始日　　平成24年６月27日

(注)　平成24年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成24年８月９日

株式会社トラスト

取締役会　御中
 

監査法人東海会計社

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 後　　藤　　久　　貴　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 大　　国　　光　　大　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社トラストの平成24年４月1日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間(平成24年４月1日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平
成24年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠し
て四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表
示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及
び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財
務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して
実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国
において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて
限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に
公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トラスト及び連結子会社の
平成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正
に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係　
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
　

 以　上
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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